
環境フェアーに参加して

１０月９日、第22 回うえだ環境フェアー「何より実

践！環境にやさしいくらし」美しい地球を残すためへの

テーマのもと、大勢の市民皆様の参加にて行われました。

パネル展示、ごみ分別ゲーム、空き缶の小物入れ製作

コーナーを担当して、まず大勢の方が関心を持って参加

していることにビックリしました。私たちアドバイザー

も、お互い確認をしながら答える場面が何度かあり、勉

強しながらの一日となりました。

毎日の生活の中で、物が質、量とも豊富になり、一人

ひとりの知識と判断が環境に大きく影響を及ぼします。

一人ひとりにコツコツとごみ減量について、話し続け

ることが本当に大切だと実感した一日でした。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

《わくわくワーク》ここで行うボランティアの活動

をわくわくワークといいます。毎週木曜日１０時～４時、

わくわく工房にて行っています。

『ボランティア随時募集しています！』

★修理工房よりお知らせ

包丁研ぎ…毎週水曜日 午後１時から午後３時まで

※※※お一人１本（無料）…１日１０本まで※※※

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、

エコ文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの

販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､袋物､

さき織り製品等を販売しています。

平成２２年１２月カレンダー

1 水

2 木 和服のﾘﾌｫｰﾑ・作務衣（4回）10 時～

3 金

4 土 休館日

5 日 休館日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土 休館日

12 日 休館日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土 休館日

19 日 休館日

20 月

21 火

22 水

23 木 休館日（天皇誕生日）

24 金

25 土 休館日

26 日 休館日

27 月

28 火

29 水 休館日

30 木 休館日

31 金 休館日
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さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

生ごみの堆肥化とごみ減量

わかりやすく、すぐ実行できる

ごみ減量法をアドバイスいた

します。

｛発行元｝

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内）上田市天神３－１１－３１ 電話２３－５１４４

[エコ・サポート２１ホームページ]

http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20091102092152901.html

『地球温暖化防止・温室効果って』

～ 理解できていますか ～

ごみ減量アドバイザーに委嘱されてからまだ日が浅く、これまでの経験

から関連した事柄を述べるまでになっていない。そこで、日頃から多少

関心のある地球温暖化について述べてみたい。

この夏の猛暑や豪雨の異常なまでの凄さは初めて経験するものであり、

気象の急激な変化に驚くばかりです。

地球は太陽から膨大なエネルギーを日射として受けて地球表面が暖め

られるが、一方で地球は吸収したエネルギーの同量分を赤外線で大気圏外

に放射している。

地球全体で受熱量と放熱量がつりあった状態にあるならば、地球全体の

平均温度は－18度C程度とされている。この値は地表面付近の平均温度

１５℃より３３℃ほど低いが、その差は、地表面が大気中の水蒸気や二酸

化炭素などが放射された赤外線を吸収し昇温したためである。この現象を

大気の温室効果といわれている。

この、温室効果による温度上昇は、大気中の二酸化炭素濃度により、

深く影響される。地表面での人類の活動がさらに活発になり、様々なエネ

ルギーの燃焼に伴い、二酸化炭素が多発して、大気中の濃度が上昇する

ことにより、温暖化の弊害は一層顕著になるのではないかと予想される。

このように微妙な地球環境に取り囲まれた、私たちの日常生活には、様々

なエネルギーを使って暮らしている現状、二酸化炭素の発生を可能な範囲

で防止するよう工夫することが大切なことではないでしょうか。限りある

資源、持続可能なエネルギー使用方法など、もう一度それぞれが考えて

みて欲しいと思います。


